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習
近
平
の
人
脈

李
　
　
　
　
　
昊

は
じ
め
に

今
日
の
中
国
に
お
い
て
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
総
書
記
の
習
近
平
が
圧
倒
的
な
権
力
を
手
中
に
収
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
も

は
や
疑
問
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
政
権
発
足
直
後
か
ら
始
め
ら
れ
た
反
腐
敗
運
動
、
二
〇
一
六
年
の
党
中
央
の
「
核
心
」
と
し
て
の
地
位

の
獲
得
、
二
〇
一
七
年
の
第
十
九
回
党
大
会
に
お
け
る
人
事
の
勝
利
、
二
〇
一
八
年
の
国
家
主
席
任
期
制
限
撤
廃
、
二
〇
二
一
年
の
「
歴

史
決
議
」
の
採
択
と
、
そ
の
権
力
と
権
威
は
強
化
さ
れ
続
け
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
の
第
二
十
回
党
大
会
で
は
、
総
書
記
に
留
任
し
、
異

例
の
三
期
目
政
権
に
入
っ
た
。
習
近
平
は
、
自
ら
の
統
治
を
「
新
時
代
」
と
位
置
付
け
、
毛
沢
東
や
鄧
小
平
に
並
ぶ
指
導
者
と
し
て
自
己

ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る
。

か
つ
て
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
た
江
沢
民
の
「
上
海
閥
」
や
胡
錦
濤
の
「
共
青
団
派
」
は
も
は
や
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ

た
。
江
沢
民
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
末
に
死
去
し
、
上
海
閥
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。
胡
錦
濤
は
二
〇
一
二
年
の
引
退
以
来
、
ほ
と
ん
ど

政
治
に
介
入
す
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
人
脈
の
共
青
団
派
も
徐
々
に
存
在
感
を
失
っ
て
い
っ
た
。
二
〇
二
二
年
の
党
大
会
に
お
い
て
、
李

克
強
総
理
が
定
年
と
さ
れ
て
い
た
六
十
八
歳
に
満
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
退
し
、
か
つ
て
ポ
ス
ト
習
近
平
の
有
力
候
補
と
見
做
さ
れ

て
い
た
胡
春
華
副
総
理
は
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
も
の
の
、
政
治
局
委
員
か
ら
は
は
ず
れ
、
翌
年
三
月
に
実
権
に
乏
し
い
人
民
政
治
協

商
会
議
の
副
主
席
に
転
出
し
た
。
両
者
は
共
産
主
義
青
年
団
出
身
で
あ
り
、
胡
錦
濤
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た

が
、
李
克
強
は
二
〇
二
三
年
一
〇
月
に
急
死
し
、
胡
春
華
も
も
は
や
ほ
と
ん
ど
政
治
的
な
影
響
力
は
持
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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